
江戸時代に築造された堂々川砂留

群は、福山の地がかつて甚大な土砂

災害に見舞われたことを物語ってお

り、その困難に立ち向かった先達の

努力と工夫を具現した貴重な歴史遺

産です。この遺産を次世代へ継承し

ていくためには、私たちの積極的な

関わりが必要です。 

本シンポジウムでは、砂留群の重

要性を再認識するとともに、将来に

わたって保護し、地域のために活用

していく方策について考えます。 

主催 御領の古代ロマンを蘇らせる会（堂々川ホタル同好会、下御領生産森林組合、自転車と遺跡を楽しむ会、神辺ふるさと会） 

後援 国土交通省中国地方整備局福山河川国道事務所、広島県 福山市 (一社)全国砂防治水協会、 

 (一社）砂防フロンティア整備推進機構 (一社）広島県土木協会 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

の DVD 放映 

 西小学校・中条小学校・ 

御野小学校生徒 

の活動発表も！ 



今 三世代が守る堂々川 砂留は時代を超えた宝もの 

小学生とボランティアメンバーの全国砂留シンポジウム 

プログラム 

  

総合司会 

プログラム内容や出演者は変更になることがあります。敬称は略します 

２０１６（平成２８）年１０月９日   

総合司会 宇佐美春乃 原田明穂 （福山市立大学３年 

１２：１０  開場・受付 館内展示閲覧可能 

１３：００  開会挨拶    高橋 孝一  （主催者 会長 

       来賓御挨拶    

１３：２０ 一部 歴史と自然と環境 

DVD 放映   民話ゴンとハチ（司会者にて紹介  

活動報告 （福山市立西小学校 福山市立中条小学校 福山市立御野小学校 

１４：１０ 二部 砂留シンポジウム 

       特別講演    尾島 勝  （福山大学宮地茂記念館 館長 

       （講演演題   芦田川下流域 神辺地区の御領遺蹟と砂留遺構の歴史伝承） 

１５：００  パネルディスカッション  

       コーディネーター向井 厚志   (福山市立大学都市経営学部 教授 

       パネラー    加藤 輝和   （長野県 牛伏鉢伏友の会 会長             

       光成 良秀 （広島県 別所砂留を守る会 会長 

               伊藤喜右エ門（福井県 田倉川と暮らしの会 会長 

               友道 康仁 （広島県東部建設事務所長 

               蒲原 潤一 （長野県建設部参事兼砂防課長 

               土肥 徳之 （堂々川ホタル同好会 事務局長 

１６：３０  シンポジウムまとめ 

               向井 厚志 

１６：４０  閉会挨拶    松永 泰雄  （主催者 副代表 

       

会場へのアクセス 

ＪＲ福塩線神辺駅タクシー５分 湯田村駅徒歩１５分 

山陽自動車道 福山東インターから１５分 

 

問合せ先 原則 FAXのみで受付  

電話０８４－９６６－２４２４福山市立御野公民館 

FAX ０８４－９６６－０００６ 堂々川事務局 

福山市内砂留及び御領古墳巡り(無料) 

１０月１０日 ９時 ～ １２時予定 

福塩線 神辺駅発着コース 

芦田町 別所砂留   土木学会選奨土木遺産 

神辺町 堂々川砂留  国登録有形文化財 

御領山古墳の丘  西日本で最大規模の古墳数 

当日御野学区主催の古墳祭りがおこなわれ、 

イベント参加者もこの場に来る予定です。 

招待者・関係者５０名には別途御案内を出します 

 

  

尾島名誉教授 向井教授 
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